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漸深海域に形成された地震・津波起源の礫岩層の形成過程について－中期中新世師
崎層群の例－

Sedimentary processes of Earthquake and tsunami-induced conglomerates in Miocene
Morozaki Group
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　自然界では巨大な礫が運搬され堆積していることがはしばしば認められる。例えば扇状地末端部、岩石海岸、山間渓
谷などである。巨大な礫はその大きな重量のために移動開始や移動途中においては大きな営力を要することが多い。そ
れゆえ巨大な礫の運搬・堆積はしばしば”災害”として認識される。
　このように、巨大な礫を含む堆積物の形成過程は災害としばしば関連するが、巨大な礫を含む堆積物の形成過程を

地質学的・堆積学的観点と力学的観点との両面から検討した例は多くない。
　ところで、愛知県知多半島に位置する礫ヶ浦海岸には中期中新世の堆積岩（師崎層群）が分布している。この堆積

岩は古地理の復元（柴田・糸魚川、1980）によって海浜よりおよそ 50km程度沖合いにあり、その堆積環境は上部漸深海
域（水深４００～８００ｍ程度）であることが判明している（Shibata、1977）。この堆積物中に径が３ｍを超える礫を含
む礫岩層（以下礫ヶ浦礫岩層と呼ぶ）が出現する。このように水深の深い場において３ｍを超える礫を含む礫岩層が形
成されることは通常では非常に稀である。礫ヶ浦礫岩層は Shiki and Yamazaki(1996)等により津波によって形成されたも
のと解釈された。
　津波によって沖合いに形成された堆積物の形成過程としては、引き波によって海浜域からの砕屑物がもたらされたと

解釈されることが多い。しかしながら礫ヶ浦礫岩層中に含まれる礫の諸性状（径や形状など）の調査結果および巨大な礫
の運搬メカニズムの検討結果から、礫ヶ浦礫岩層はこの礫岩層の堆積場に存在していた崖が地震によって崩壊し形成され
たものと解釈するのが妥当であると判明した。これは古地理からも示唆されていたものである。テクトニクスセッティン
グ（志岐ほか、2002）を考慮すればこの崖は、現在における伊勢湾断層に相当する断層の断層崖であった可能性がある。
　さらには、礫ヶ浦礫岩層中には礫のインブリケーションや礫が集積したクラスターがしばしば認められる。これら

が示す古流向の中には同一礫岩層中で一定しない。このことは礫ヶ浦礫岩層が崩壊のみによって形成された堆積物では
なく、津波の強い流れの影響下とも複合して形成されたことを示唆する。
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